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1.研究の概要(l978~1985) 

( 1 )穀類収穫機にI~する研究

① 自脱コンパインの耐久性ならびに走行Itの向上を 13IYJとして研究を行い，籾による

金属摩耗の原毘の分析研究を行い，級の表面の形状とi筆耗との関連をi明らかにした。自 JJ見

コンパインのクローラの構造を調査分類を行い，土撲の物性とクローラの構造との関連に

よる走行t~::，コンパインの重心と走行性の関係を分析し重心の位置が走行性を左右する

因子を分析した。

② 穀類収穫機に関する研究の集大成，過去30有余年の収穫機に!謁する研究等について，

その取りまとめを行い，収穫機の発達，その構造，性能試験の結果等について考察を行い，

図表集を作成し，それを基にして「穀類収穫機(グレーンハーベスタ)J を著述した。

③ 東南アジア地区，特に湿田地帯に適するコンパインの条件を究明する目的で，小型

コンパインの試作と現地試験を 1973~'78年にわたり行ったが，その成果をマレーシア研

究当局と共に取りまとめ，熱帯地区における穀類収穫機の方向を示した。

④ ラッカセイの収穫・調製に関する研究として，割英機に着目し，性能の良い説爽を

行うための基礎研究と 2. 3の割爽機の試作研究を行った。

⑤ 収穫機の自動化研究の一端として，穀粒自動袋詰機の試作研究を行い，コンパイン

の自動制御の先達として役割を果した。

( 2 )バイオマスのエネルギ化に関する研究

農用廃棄物として利用度が低く， しかも公害の一因ともなっている根穀や樹皮等の利用

活性化を図る邑的で，農山村におけるエネルギ利用という研究課題で10名内外の研究者に

よりグループ研究を行って来ている D この研究は文部省科学研究のうちのエネルギ研究の

一斑を構成するものである O この研究は，級穀・樹皮等をLIJ1すから集収し，運搬.lt]:蔵し

易い形に成形し，その材料を燃料として利用するための燃焼機を開発する一連の研究であ

る。

著者は，このグループ研究(1979-1985) を総括すると共に，グループ内の分担研究と

しては，原材料の粉砕から圧縮成形のメカニズムの解析研究を行って来ている O

籾穀を主として，スギ，ヒノキ等の樹皮や木質材の圧縮IJ寺における挙動を分析し，シリ

ンダ・プランジャ方式の圧縮方法における，成形に必要な加圧力の推定，原材料の粒度，

水分，加熱温度と成形性能の関連等について基礎資料をえている。
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